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ホオノキ樹皮中の抗菌成分
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　ホオノキ樹皮のアセトン抽出物は植物病原菌や木材腐朽菌に対して強い抗菌活性を示した。単離・
同定の結果，その抗菌物質は eudesmol(Ⅰ) ，magnolol(Ⅱ) ，および honokiol(Ⅲ)であった。主
に樹皮精油中に含まれる eudesmol は，すべての供試菌に対して強い抗菌活性を示し，特に担子菌
に対して顕著であった。500μg/mlのeudesmolにより，Trametes versicolor(カワラタケ)，Lepista
sordida(コムラサキシメジ)，Pycnoporus coccineus(ヒイロタケ)，Rhizoctonia solani，Serpula
lacrymans（ナミダタケ）およびTyphula ishikariensisの成長が完全に阻止された。ビフェニル型
ネオリグナンである magnololと honokiolもまた，カワラタケおよびコムラサキシメジを除く供試
菌に対して強い抗菌活性を示し，両者とも500μg/mlの濃度で，ナミダタケおよびT.ishikariensis
の成長を完全に抑えた。
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　The acetone extract of the bark of Magnolia obovata Thunb．had potent antifungal activity against
plant pathogenic and wood destroying fungi．The active principles were isolated and identified as
eudesmol（Ⅰ），magnolol（Ⅱ）and honokiol（Ⅲ）．Eudesmol，which is the main component of the volatile
bark oil，showed strong antifungal activity against all of the fungi tested，especially basidiomycetes．It
completely inhibited the growth of Trametes versicolor，Lepista sordida，Pycnoporus coccineus，Rhizoc－
tonia solani，Serpula lacrymans and Typhula ishikariensis at a concentration of 500μg／ml．Two
biphenyl－type neolignans，magnolol and honokiol，also exhibited potent antifungal activity against these
fungi except against T.versicolor and L．sordida．They completely depressed the growth of S．lacrymans
and T．ishikariensis at the same concentration．

　　　　　　　　　1．　はじめに
　ホオノキ(Magnolia obovata Thunb.)は，日本，中
国および朝鮮半島南部に広く分布している 。ホオノ
キ材は，家具，工芸品，食器などに利用され ，また
その樹皮も，消化器疾患 ，精神神経症に適応する生
薬として用いられている 。薬理学的研究により，こ
の生薬に含まれるフェノール成分が ，中枢神経作用
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弛緩作用を持つことが証明されている 1－3）。

　一方では，ホオノキ樹皮のメタノール抽出物が，
う

齶
食（虫歯）を引き起こす細菌である Streptococcus
mutans に対して強い抗菌活性を示すことが報告され
た 4－6）｡著者ら 7）もまた,6種の植物病原菌と4種の木材
腐朽菌に対し，ホオノキ樹皮が強い抗菌活性を示す
ことを確認し，真菌類に対して広いスペクトルを持



　ホオノキ樹皮中の抗菌成分

第1図　ホオノキ樹皮アセトン抽出物の分画
　注：カッコ内の数字は収率を表す（％）
Fig．1．Fractionation of crude acetone extract of Magnolia obovata bark
　Note：Values in brackets represent the yield（％））．

つ殺菌剤としての可能性を示した。

　そこで今回，ホオノキ樹皮中の抗菌物質を単離・分

析し，それらの活性について検討した。

　なお本要旨は，日本防歯防黴学会第26回年次大会

（1999年5月，豊中市）で発表した概要である。

　　　　　　　　2．　実　験　方　法

2．1抽　出

　樹皮粉末(100g，含水率8．8％)を，１ｌアセトンで

３回抽出した。ろ過後，その抽出物を濃縮し，n-ヘキ

サンおよび酢酸エチルで逐次抽出した。

　第１図に示したように，へキサン可溶部はさらに，

５％水酸化ナトリウム可溶部および中性部に分画し

た。一方，酢酸エチル可溶部を濃縮し，エーテルで

抽出した。そのエーテル可溶部をさらに，2％炭酸ナ

トリウム，5％水酸化ナトリウム可溶部および中性部

に分画した。

2．2　抗菌成分の単離

　粉砕した樹皮50gを８hr蒸留し，黄色の油状物質を

得た(収率0．23％)。シリカゲルを用いたカラムクロ

マトグラフィーにより得られた物質は，標準物質で

あるβ－eudesmolと比較することにより，既知のセス

キテルペンであるeudesmol(Ⅰ)の異性体混合物である

ことがわかった（第２図）。

　また，粉砕した樹皮254gを，ベンゼンで３時間還流

し，ろ過，濃縮した後，0．2Ｍ水酸化ナトリウム水溶

液で抽出した。さらにアルカリ抽出物を濃塩酸で酸

性化し，n－へキサンで抽出した。n－ヘキサンを濃縮

後，藤田ら8〉の方法により，酢酸鉛で処理した。それ

をn－へキサンーアセトン(9：1)を溶媒としたシリカ
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ゲル・カラムクロマ トグラフィーで分離 し，2．74gの

m agnolol（Ⅱ）と0．64gのhon okiol（Ⅲ）を得た（第2図）。

m agnolo lはベ ンゼ ンーエーテル混合液 で再結晶化

した。その性状は以下のとお り。無色，形状 ：板状

晶，融点102．5－10 3．0℃，払 102℃H’。M S m ／z：266（M 十，

1 0 0％）．1H －N M R（C D C 15）：∂3．36（4H ，d，た 6．4，H －7，7▼），

5 ．0 5 －5 ．1 2（4 H ，椚 ，H 19 ，9 ’），5 ．3 6 －5 ．3 8（2 H ，D 20 ），5 ．9 6 （2 H ，

〟り ＝17．1，10．1，6．4，H－8，8’），6．96（2H ，dノ＝8．4，H－

3 ，3’），7．07（2H ，d，J＝2．0，H －6，6り，7．14（2H ，ddノ＝8．4，

2 ．0 ， H － 4 ，4 ▼） ． 1 〕 c － N M R （ C D C l 〕 ） ‥ ∂ 3 9 ．3 （ C － 7 ，7 －） ， 1 1 5 ． 8 （ C －

9，9 －） ， 1 1 6 ． 7 （ C － 3 ，3 ’） ， 1 2 4 ．0 （ C － 1 ， 1 ’） ， 1 2 9 ．9 （ C － 4 ，4 ’） ， 1 3 1 ．3

（ C －6 ，6 り，13 3 ．2 （C －5 ，5 り，13 7 ．5 （C －8 ，8 ’），15 1．0 （C －2 ，2 ’）．

h onokiolもまたベンゼンーエーテル混合液で再結晶

化した。その性状は以下のとおり。無色，形状 ：板

状晶，融点87．5－88．0℃，的．87．5℃り’．M S m ／z：266

（ M 十，10 0％）．’H －N M R（C D C lj）：∂3．35（2H ，dノ＝6．4，H －

7 ），3．46（2H ，dノ＝6．4，H －7り，5．04－5．23（4H ，〝1，H －9，9り，

5 ．12 ＆ 5．24（2H ，D コ0 ），5．97（1H ，（肋ノ＝17．0，10．1，6．4，

H －8），6．04（1H ，（肋ノ＝17．0，10．l，6，4，H －8’），6．90（lH ，

d ノ ＝8．4，H －3），6．92（1H ，dノ ＝8．4，H －3’），7．02（1H ，d，

ノ＝2．0，H －6），7．05（1H ，（肘ノ＝8．4，2．0，H －4），7．21（1H ，

d ，ノ＝2．0，H －6り，7．22（1H ，〟ノ ＝8．4，2．0，H －2▼）．－うc－

NMR （ C D C 1 3 ） ： 3 5 ． 1 （ C － 7 ’） ， 3 9 ．4 （ C － 7 ） ， 1 1 5 ． 5 6 （ C － 9 ’） ，

11 5 ．6 0 （ C － 9 ） ， l 1 6 ．6 （ C － 3 ’） ， 1 1 6 ． 9 （ C － 3 ） ， 1 2 6 ．4 （ C － 5 ’ ） ，

12 7 ． 7 （ C － 1 ） ， 1 2 8 ． 5 （ C － 2 ’） ， 1 2 8 ． 8 （ C － 4 ） ， 1 2 9 ． 6 （ C － l ’） ，

13 0 ． 2 （ C － 6 ’） ， 1 3 1 ． 1 （ C － 6 ） ， 1 3 2 ． 3 （ C － 5 ） ， 1 3 6 ． 0 （ C － 8 ’ ） ，

13 7 ． 8 （ C － 8 ） ， 1 5 0 ． 7 （ C － 2 ） ， 1 5 3 ． 9 （ C － 4 ’ ） ．

2 ．3 抗菌活性試験

ホオノキ樹皮から得 られた抽出物および単離物の

抗菌活性を調べた。供試菌 として，木材腐朽菌 （担

子菌類）であるオオウズラタケ（爪）椚′叫フ∫′∫pα／乙′∫fr～∫

F F PR I O507）， ヒイ ロタケ（アリC〃0クOr㍑∫COCC加 〟∫

F FPR IPslh），ナ ミダタケ（ぶ叩 〟／α／αC7γ椚α〃∫FFPR l

O 73 9）およびカワラタケ（打〟椚e′e∫Vピタ′∫加 わr F FP R l

l O3 0），また植物病原菌である凡′∫α′血椚0町岬Or〟椚

（ IF O 307 09一不完全 菌類），コムラサキシメジ（上申才∫′α

∫Or d才dα H F P R I 9 0 －3 一担 子菌 類 ）， P γ才力～〟椚

甲ゐα〃才der椚αJ〟椚（IF O 70 30 －卯菌類），尺カたoc加 才α

∫0／α如（IFO 30936一不完全菌類），物 力〃／α加cαr〃αJα（F

5 9－l一担子菌類）および 乃p ゐ〟／〟′∫如払わe〃∫～∫（F 59－2

一手R子菌類）を用いた。あらか じめシャー レの平面培

（ 上 1／
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第2 図 ホオノキ樹皮抽出物から単離 した抗菌物質

F ig ．2 ．A n tifu n g a l co m p o n e n ts is o la te d f「o m th e b a「k
e x tra ct o f M ．0上）0 ＞∂ね ．

地で培養 しておいた上記の供試菌を，直径4m m のコ

ルクポーラで打ち抜き，各単離物を添加 した試験培

地に接種 した。抗菌活性は次の式により求めた。

抗菌活性 （％）＝ ［1－（G t／G c）］ ×100

G t ：試験培地上での菌糸成長半径

G c ：コン トロール培地上での菌糸成長半径

3 ． 結果と考察

第1表に，抽出によって得 られた各両分（濃度500

〟g／m の の供試菌に対する抗菌活性を示した。

〃－ヘキサン可溶部および酢酸エチル可溶部は，カ

ワラタケ以外のすべての供試菌に対 して強い抗菌活

性を示 したが，水可溶部はどの供試菌に対 しても抗

菌活性を示さなかった。 この結果により，抗菌物質

が脂肪族親和性の成分中に存在 している可能性が示

唆された。

n －ヘキサン可溶部をさらに酸性画分（5％N aO H 可

溶部） と中性由分に分画した。酸作画分は，ヒイロ

タケ，ナ ミダタケおよび且∫OJα如の成長を完全に阻止

したが，中性両分はナ ミダタケと凡 ∫OJα如以外では活

性を示 さなかった。

酢酸エチル可溶部をエーテル可溶部と不溶部に分

画し， さらにエーテル‾自J溶部 を強酸性画分 （2 ％

N a2C O 3可溶部），フェノール両分（5％N aO H 可溶部）

および 中性 画分 に分 画 した。 第l表で示 したよ うに，

酢酸エチルロ†溶部はアルカ リ溶液で抽出することに

より，その活性 は強 くな った。 特に，フェノール画

分はカワラタケおよびF o岬 Or〟椚を除いたすべての

供試菌の成長を完全に抑制 した。これ らの結果から，

脂溶性成分である強酸性画分およびフェノール画分

に抗菌成分が存在 していることが推定された。

ホオノキ樹皮の脂溶性成分が強い抗菌活惟を示 し

［林産試験場報 第14巻 第1号〕
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第1 表 ホオノキ樹皮抽出物の抗菌活性

伯ble l．A n tifung alactivity o fva rio us f「a ction of M ∂9 nO／由o vob∂ね ba「k e ct「act・

抗菌活性

A n ti鮎n g al a ctiv lty
（ ％）

F O FP LS PA PC RS SL TIN TIS TV

アセ トン抽出物
C ru d e A c e to n e ex tra c t

n －ヘキサ ン可溶部
n －H ex an e solu b les

酸性部
A cid ic ffaction

中性部
N eu tral 仕actio n

酢酸エチル可溶部
E tO A c so lub les

エーテル可桁部

E t20 solu b le p art

酸性部
A c id ic 什ac tio n

フェノール性部
P h en o lic 仕actio n

中性部
N eu tra l 丘・a C tio n

エーテル不溶部

E t20 in solu ble p art

水可溶部
W ater so lu b le

8 0 8 4 6 9 8 8 7 8 8 7 1 0 0 7 0 5 5 3 4

8 3 9 1 7 2 8 6 8 8 8 8 9 9 8 6

8 4 8 2 5 1 9 6 1 0 0 1 0 0 10 0 8 2

1 5 2 0 3 8 2 6 2 1 6 0 6 8 2 6

8 2 8 5 7 3 7 7 7 3 8 9 1 0 0 7 8

8 4 3 1

7 3 1 9

2 7 1 3

5 6 3 4

8 1 7 6 6 9 8 6 8 4 9 1 1 0 0 7 1 6 7 1 3

9 0 9 4 9 7 1 0 0 1 0 0 9 8 1 0 0 1 0 0 9 5 2 4

9 7 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 4 4

5 1 5 8 3 4 5 7 5 6 7 7 1 0 0 6 0 3 2 1 6

7 0 6 2 6 1 7 7 6 1 8 3 1 0 0 6 1 1 8 1 8

R 1 6 0 0 0 0 6 1 1 2

柱：抽出物濃度500 〃g／m ゼで試験を行った。

凡例 ：FO ：ダ．0サ岬Or〟椚 ；F P ：オオ ウズラタケ ；L S ‥コム ラサ キシメジ ；

P A ：P ．甲 カ〟如der椚α払〝了；P C ‥ヒイ ロタケ ；R S ‥凡 ▲90Jα〃～；SL ‥ナ ミダタ

ケ；T IN ：r ～〃α〃′〃αfα；T IS ：r ～∫如んαr才e耶∫∫；T V ：カ ワラタケ

N ote ：T h e an ti凡1n g a l assay w a s c o n du cte d at a co n cen tratio n o f 5 00 〃g ／m ゼ ．

L egend ：FO ‥F oサ甲Or〃椚 ；FP ‥F・ク〟J㍑∫fr才∫；L S ‥上・∫OrdJ血 ；PA ‥P・呼 力α〃7de珊 α′〟∽

P C ：P ．〔IO C Cわ了ビ〃∫；R S ‥且 ∫O Jα〃～；S L ：ぶ．JαCりノ椚α′了∫；T IN ：r ～〃C‘才川 αJα ；

T IS ：r ～∫如んαr7e〃∫才∫；T V ：r Veれy～c（）わr

たので，樹皮精油についても同様の試験を行った（第

2 表）。精油は樹皮アセ トン抽出物に比べて，担子菌

および凡 ∫OJα如に対 して強い抗 菌活性 を示 し，カ ワラ

タケ，ナ ミダタケ，オオ ウズ ラタケ，コムラサ キシメ

ジおよびr ～∫如ノ払r才e〃∫才∫の成長を完全に抑えた。精油

をシ リカゲルカラムクロマ トグラフィーで分離・ 精

製し，eudesm olを得た（異性体混合物）。藤田ら10）は，
いこ うほ く

和厚朴（ホオノキ樹皮）の精油にはセスキテルペン

であるeudesm olが独占的（95～97％）に含まれてい

ることを報告 した。第2表に示 したように，eu desm ol

はすべての供試菌に対 して強い活性を示 し，特に担

子菌で顕著であった。これ らの結果は，ホオノキ樹

皮の脂溶性成分中に存在する抗菌物質が，eudesm ol

であることを示 している。

〔 J ．H o k上aid o F o r．P ro d ．R e s．In st．V o l．14 ，N o ．l ，2 0 0 0 〕

－4 －

一方，樹皮の精油の収量が0．3％以下と極めて低い

ため，精油と比較 して酸性およびフェノール成分が

より大きく抗菌活性に寄与 していると考えられた。

そこで，ベンゼン抽出物を0．2M N aO H でさらに抽出

し，TL C 上で現れる二つのフェノール成分を含む物

質を得た。そのフラクションをシリカゲルカラムク

ロマ トグラフィーで分離・精製 し，2種のビフェニル

を得た。M S，1H －N M R ，15c －N M R データとそれらの

文献値…っ】11コ）を比較す るこ とによ り，それ らを

m agno lo lお よびhonok io lと同定 した。これ らビフェニ

ル型ネオリグナンは，ホオノキ属のみに特異的に存

在する成分である… l，13）。m agn Ololおよびhon okiolは

強い抗菌活性を示 したが，カワラタケ，コムラサキ

シメジお よび且 ∫0／α如に対 しては，eud esm olに比べて
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第2 表 ホオノキ樹皮成分の抗菌活性

丁白b le 2 ．A n tifu n g a l a c tiv ity o f M ．o b o 帽 ね b a「k c o m p o n e n ts．

抗菌活性

A n ti凡1n g a l activ lty
（ ％）

F O FP LS PA PC RS SL TIN TIS TV

アセ トン抽出物
C ru d e A c e to n e ex tra c t

精油
V o latile b ark－Oil

E u d e s m o l （ Ⅰ ）

M a g n o lo l （Ⅱ ）

H o n o k io l （Ⅲ ）

8 0 8 4 6 9 8 8 7 8 R 7 10 0 7 0 5 5 3 4

7 3 1 0 0 1 0 0 8 8 7 3 9 5 10 0 8 9 1 0 0 1 0 0

7 3 8 4 1 0 0 9 0

7 9 8 0 5 6 9 2

9 3 9 5 7 7 9 4

0

7

0

0

0
入
U

（
リ
ノ

1

0

「
ヽ
）

0

0

（

X

U O

l

つ
J

4

0

（
U
ノ

〔
X
U
 
O

1

0

0

0

0

0

0

0

5

2

0

5

つ
「
J

10

0

0

0

0

0

注‥抽出物濃度500 〃g／m ゼで試験を行った。

凡例 ：FO ：ダ．0叩岬Or〟椚 ；FP ：オオ ウズラタケ ；L S ：コムラサキ シメジ ；

P A ‥P ．呼 力α〃～der椚αJ〟椚 ；PC ：ヒイ ロタケ ；R S ：凡 ∫0／α乃～；SL ：ナ ミグ タケ ；

T IN ：r わ7C（才r〃αJα；T IS ：r ～∫力Jんαr才e乃∫g∫；T V ：カ ワラタケ

N ote ：T he ant血 ngalassay w as conducted ata concentration of 500 〃g／m ゼ．

L e g en d ：FO ：F ．0サ▲甲Or〟椚 ；FP ：F ．βα／〟∫Jr～∫；L S ：エ‥ゞ Ord～dα；PA ：P ．甲 ゐ〟〃gder椚αJ〃∽

P C ：P．co（－C～〃e乙J∫；R S ：凡 ∫0／α〃7；SL ：∫．／αC／γ椚α〃∫；T IN ：r 加 α川α′α；

T IS ：r ′∫力～んαr才e〃∫～Lゞ ；T V ：r ve和7c（）わr

活性が低かった。honok io lはナ ミダタケ，ヒイ ロタケ

およびて吻力〃J〟Spp．の成長を完全に阻l上した。一方，

m agnolo l はナ ミダ タケお よびr ～∫力紘αr才e〃∫′∫の成長

を抑 えただけである。 これ らの ことか ら， ビフェニ

ル構造におけるベンゼン環上の水酸基の位 置は，抗

菌活性に影響を及ぼすことが推定された。

4 ． ま と め

ホオノキ樹皮中には，植物病原菌や木材腐朽菌に

対して活性を示す成分が存在する。単離およびバイ

オアッセイの結見 それらはeudcsm ol，m agnOlolお

よびh onok io lであ ることがわか った。

これらの成分は，天然の抗菌物質としての可能性

を持つ ことが示 された。
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